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2022年 代表年頭挨拶
新年あけましておめでとうございます。
旧年中は、ニッセイグループ各社をご愛顧・ご高配を賜りまして、厚く御礼
申し上げます。
2020年1月よりコロナウイルス感染症が始まり今月で2年が経過します。
未だに新種株が見つかる中、海外では感染拡大による生産停止や輸出入の大
幅な遅延が続いております。
その為、原材料の供給不足による急激な価格高騰により、お客様には価格改
定のお願い等ご迷惑をおかけしてしまっており、深くお詫び申し上げますと
共に、ご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
さて、今の経済を見ていると、景気後退する中で物価上昇が進行している「スタグフレーション」にな
っていると感じます。
専門家からも、過去の第2次オイルショックに似ていると言われているように、ガソリン価格が上がり、
ナフサを主原料とするプラスチック原料だけでなく、鉱物などの無機物に至るまで、コロナウイルス感
染拡大によりメーカーの増産が進んでいないのが要因にあります。
その為、感染が終息すれば景気が回復するという考えは正しいのですが、そもそも感染拡大以前は、景
気が良かったかと言われると疑問に感じます。しかし、内向きばかりに考え何もしなければ、企業とし
ての成長が止まり、恐ろしい結末となってしまいます。
世界各国の動きとして「環境対応への考え」が主流となっており、自動車もEV化への再編が加速してお
ります。
当社製品も、エンジンなどの内燃機関に使われている製品が多くあり、EV車に使われる新規部品への受
注が急務となります。
また、EV車は、部品点数が減り、比較的部品の共通化がし易いことから、技術力のある中国メーカーや
安価なモノ作りを得意とする東南アジア、北米にアクセスし易いメキシコのライバル企業との競争が間
違いなく激化します。
当然EV関連部品の開発強化も行いつつ、住宅やインフラ、医療・ヘルスケアへの多角化も、全社員上げ
て推し進めて行かなければなりません。
中国のことわざに、
「虎穴（こけつ）に入（い）らずんば虎子（こじ）を得（え）ず」
恐怖とリスクに打ち勝たなければ、大きな成功は得られないというたとえがあります。
慎重派である私自身に言い聞かすべく、今年は寅のように、勇気を持った選択と決断をしなければなら
ない一年になると、真摯に受け止めております。

昨年11月より当社は新社長体制となり、新たなスタートを切りました。
社長を含め５人の執行役員を新たに選任し、迅速且つ正確な経営と業務改善を進める狙いがあります。
経営を担う優秀な執行役員の下で、若い人材が直接指導を受けられること、また今後は執行役員の枠を
増やして行き、責任と経験を積ませ、次世代のリーダー育成に繋げていきます。
「働き甲斐」という言葉は、古いのかもしれませんが、もともと情報量の多いZ世代は、もっと経験を積
んでスキルを上げたいと考えている子たちが増えていると感じます。
また当社は外国籍の子たちを積極的に採用していることから、彼らの向上心と言いますかハングリー精
神は、目を見張るものがあります。
先ずは考え方（意欲）が大事ですよと日々言い聞かせていますが、勢いがあるからこそ人は成長する事
ができます。
混沌の時代ではありますが、虎視眈々と情勢を見極め、勇猛果敢にチャレンジする年。
今期スローガン「調和（ハーモニー）」を合言葉に、２０２２年を社員一丸となって挑戦して参ります。

本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。 代表取締役 稲村学



関根 明（せきねあきら）
Akira Sekine

●趣味 楽器演奏（オカリナ、ギター、ピアノ）
●好きな言葉 寛容
●家族 私と妻の2人
●最近ハマっていること 柔軟体操

1953年（昭和28年）神奈川県鎌倉市生まれ
2015年（平成27年）ニッセイエコ入社
2021年（令和3年） 取締役社長に就任

新年あけましておめでとうございます。

ご承知の通り、令和2年の初めから新型コロナウィルスが発生し、昨年も混乱の中に過ごした方も多い
と思います。我が社でも、仕事の形態や働き方を変たり、手洗いうがいの励行、ワクチン接種など予防
意識を高めたことにより昨年も存続をつとめてまいりました。
そして、経営も厳しい状態もありましたが、直近では業績も徐々に上向いてきています。
これも、社員の皆様の協力によって、影響を最小限に留めるべく最大限の努力をした結果です。
ご尽力、ご協力いただきました皆様には、この場をお借りして御礼を申し上げます。。

私は、昨年11月1日付で取締役社長に就任いたしました。

前社長浅野高志さんの築かれた多くの功績とそれらの仕事を引継ぎ、社長という大役を仰せつかること
について、重責に感じております。
まだまだ未熟な部分があることとは自分自身でも感じているところではあります。
これからは、自らが成長するために努力することはもちろん、当社がより成長していくために、社長と
して、精一杯職務に邁進してゆく決意でございます。

当社をとりまく経営環境ですが、国内では新型コロナ感染者が激減し徐々に経済活動が上向きになって
きていますが、ニッセイグループ海外拠点では未だに影響があり、売上低迷（特に、ホーチミン、イン
ドネシア、フィリピン）が続いています。
また、原油価格高騰などによる原材料値上げの影響が大きく、当社製品価格の値上げを取引先様に要請
するなど、今後も厳しい状況が続くものと思われます。

47期事業計画および2022年度からのグローバル年度計画では、これらのリスク対応と各拠点での経営
数値管理を強化し、売上目標および工場運営目標を総力あげて達成したいと考えています。
本社の47期年度計画では、売上目標、工場利益率目標、品質目標、組織事業目標を設定しました。目標
達成に向けて全社員一丸となって目標達成に向け進めて行きます。
また、3か年中期計画では、『人財戦略』、『製造技術レベルの向上』『サイバーセキュリティー体制
強化』などを重点取り組みとして進めたいと考えております。

これらの重点取り組みの実行にあたっては、これまで以上の強い意志と努力が必要です。
社員全員が危機意識を持ち、一人ひとりが自らの役割と責任を理解して主体的に課題を 設定し「考
動」し、各部門において目標を達成していくことにより、「皆が誇れる会社」を実現していきましょう。

ニッセイグループ各拠点の皆様のご助言、ご協力をあおぐことになるかと存じますが、本年もどうぞよ
ろしくお願い申し上げます。

取締役社長 関根明

新社長 新任の挨拶



このたび、当社の常務執行役員に就任し、新体制となってから
２ヶ月が経過しました。
まだまだコロナが完全に収束しない中、海外含め不安定な状況
が続いています。

このような中で、４７期に立てた目標を達成する為には、社員
の皆様の協力の元、調和を持って一致団結した行動を取ってい
く必要があります。

私自身も先頭に立って、トップダウンによる経営計画を推進し
て参りますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

さて、この経営計画の中でも私が特に推進していきたいのが、
成長事業領域分野における開発テーマの将来性を見極め、グロ
ーバル戦略を取っていくことです。

環境対応車（EV）、メディカル、住宅インフラ関連３市場に新
製品を投入し、事業の柱を構築すること、又ネット販売CAPCO
をこれまで以上に強化し、更なる売上増への挑戦を行っていく
ことです。
その為には優秀人財の登用と育成が欠かせませんのでしっかり
とした育成計画を作成し、評価を行っていきます。

グローバル戦略においては、客先で採用承認された製品をニッ
セイグループの海外拠点で量産するに当たり、日本から海外へ
の製造技術、開発、営業の支援を強化し、QCDに基づいた安定
した立上げをサポートすることが大事です。

常にお客様ファーストを掲げ、SDGsに沿った取組みを行って
いきます。

任命頂き、嬉しい反面、その責任の重大さを痛感
しております。
微力では御座いますが、今までの経験を生かして
お客様、社内に御納得頂ける実績を上げるべく、
邁進していく所存であります。
若輩者ですが、より一層の御指導、御鞭撻を宜し
くお願い申し上げます。

新常務 新任の挨拶

井上 仁（いのうえひとし）
Hitoshi Inoue

●趣味 旅行
●好きな言葉 努力は人を裏切らない
●家族 妻、愛犬1匹
●今ハマっていること

愛犬の写真の編集

1964年（昭和39年）兵庫県神戸市生まれ
2008年（平成20年）ニッセイエコ入社
2021年（令和03年）常務取締役に就任

新任マネジャーの挨拶
梶本直樹（かじもとなおき）
Naoki Kajimoto

●趣味 釣り
●好きな言葉 自助努力
●家 妻娘6歳息子3歳
●今ハマっていること庭いじり(DIY)

1981年 (昭和56年) 神奈川県生まれ
2012年 (平成24年) ニッセイエコ入社

このような大役を賜りましたこと、皆さまから
のご支援の賜物と感謝申し上げます。
まだまだ至らぬ点もありますが、より一層の真
心をもって誠心誠意努力いたす所存です。
引き続きご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致
します。

島川かずみ（しまかわかずみ）
Kazumi Shimakawa

●趣味 パン作り (ちぎりパンブーム)
●好きな言葉 【笑う門には福来る】
●家族 優しい夫・パティシエ志望の娘（高
3）・最近おしゃれに目覚めた息子（高1）
●今ハマっていること料理家シマさ
ん＆和田明日香さんのレシピ検索

1973年 (昭和48年) 東京都生まれ
2006年 (平成18年) ニッセイエコ入社



令和３年1１月２２日

今秋も第２０回物故者慰霊祭の儀を執り行いました。
体育館の会場でしたので、祭主と献饌長以外は運動着での出席となりましたが、全社員で
先人の方々へ日頃の感謝をご報告致しました。

祭儀式

物 者故
第２０回

お供物を供える献饌は本社と那須で二列になり、
今回も綺麗にピッタリと揃えることが出来ました



第 回
ニッセイエコ

令和３年１１月２２日

優勝は2年連続 那須チームでした。賞金とトロフィ
ー、景品をたくさん頂きました((´∀｀))

最後は恒例の『ニッセイエコ一致団結頑張るぞ
－！』で無事に怪我なく終える事ができました

名場面写真 全６種目の競技を６チームで楽しみながら競い合いました！

優勝・準優勝

コロナ禍ではありますが、感染対策に気を付けて今年度もニッセイエコ大運動会を行いました。
総勢90名！こんな時期だからこそ、みんなで力を合わせて一致団結 エコは元気いっぱいです！

２

まとめ

総勢９０名参加



当社で働くベトナム国籍の女性社員さんに、日本の振袖を着付
けさせて頂きました。着付けを担当してくれた先生は、当社の
元従業員の方です！素敵に着付けて頂き、2人とも笑顔溢れ、と
っても似合ってました★私たちも華やかさに魅了され、幸せな
時間を過ごさせてもらいました！当社は8カ国の外国人スタッフ
が活躍しております。日本だけではなく、異国の文化に触れ合
って交流をしていきたいと思います！

家族でクリスマス
を楽しんでね♪

可愛いちびサンタとト
ナカイも一緒に（笑）

とっても美味しい‼

振袖着付けをしました！

令和3年12月4日

令和3年12月24日



新年あけまして
おめでとうございます

ニッセイエコは社員へ向けた代
表からの新年ご挨拶が毎年

とってもユニーク（笑）
動画で編集してYouTubeで配信

をしています。

歴代紹介 撮影編集後記
おかげさまで、今回で６年目となり干支の半分を迎えさせてもらいました。

今回は撮影、編集側より新年のご挨拶動画を紹介させていただきます。

2017年酉年

記念すべき第一回社長室での撮影、
お母様との親子出演

2018年戌年

年賀状にVR動画埋め込み。
戌年にちなんでコロちゃん
出演。なんと代表の奥様初
出演。2017年にご結婚

2019年亥年

プラザ完成に伴いプラザの全貌の紹介を含めての
ご挨拶。奥様の着ぐるみでいい味出てます。

2020年子年

プラザ４Fに神殿完成。船木修摂先生をお
招きしての雅楽生演奏。奥様ご懐妊中。

そして５０周年の年

2021年丑年

おめでとう長男さん
誕生と初出演。母子
揃っての着ぐるみ。
コロナ感染拡大の最
中キープディスタン
スでの撮影。サムネ
イルもつけました。

編集後記：
干支の半分を迎え残り半分がんばります。乞うご期待！



12月28日のAMEBATVPRIMEでAI QUALIA（エイアイクオリア）が取
り上げられました。番組のディレクター様がいきいきプラザにわざわ
ざおいでになり、相談役を始めとするAI QUALIAのメンバーが取材を
受けました。しかし、それだけでは終わらずに放映日の前日に連絡が
あり、なんと生出演の依頼をされました。最初はスタジオに来てくだ
さいといわれましたが、ＺＯＯＭでの出演で勘弁（？）していただき、
責任役員の船木修が出演いたしました。

メディアの力はすごいもので新年早々に新規の相談
者が登録されて、質問を投稿していただけました。
回答者のホセイン氏との心温まる質疑応答は読んで
いるだけで目頭が熱くなる想いでした。今回、この
ような機会に出会えて、これからも世に広められる
ように頑張りますので、引き続き皆様もご協力の程、
よろしくお願いいたします！

新三役 屏風の前で揃い踏み

一年の想いを漢字で表す

緊張の中一年の抱負を発表

今年の年頭の朝礼で発表形式の新しい試みが行われま
した。はがき台紙に一年の抱負を漢字で表して書き記
すというものです。漢字といっても一文字、単語、四
字熟語であれば、なんでもOKということです。黒筆
か黒マジックで書き記すことは正月によくある書初め
の意味も含まれています。書いた自分の書を机のいつ
も目のつくところに貼るなどして、一年間、この日の
気持ちを忘れないようにしていきたいですね。

2022年1月5日 ニッセイエコの仕事始めに恒例の年頭の朝礼が行われました。今年も藤沢工場・那須工場・
いきいきプラザの三元ZOOM中継で行われました。特に新入社員たちは初めての年頭の発表に緊張しながら、
立派に発表をしてくれました。

新三役 稲村学代表、関根
明新社長、井上仁新常務

武田早雲書のニッセイエコ
社是の屏風の前でこちらも
恒例の記念撮影

新年より委員会活動が再編され、広報委員会が設立されました。今まではQUICKSHIPの作成は基本1
名で助っ人の方のご協力を得ながら行ってきましたが、組織化されてオブザーバーを含めて総勢9名
の社員で対応していくことになりました。今までと違う価値観が生まれ、QUICKSHIPも新たに生ま
れ変われると思います。乞うご期待の程を。頑張ります！！

編集後記

（QUICKSHIP編集部）
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